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適切 最終評価確認者： 商工業振興室長　笠井 武洋

⑤
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総合判定
創業セミナーを開催し、市内での創業予定者を支援するとともに、専門家による経営指導や自社の製品等を紹介する
見本市への出展費助成などにより、ものづくり企業を中心とした市内中小企業の販路開拓や新商品開発等の意欲ある
取組を支援した。
また、中小商業レベルアップ事業により、店舗情報の発信などについて専門家による研修を行うとともに、県小規模事
業資金融資にかかる保証料補給や日本政策金融公庫の経営改善資金融資にかかる利子補給などにより、小規模事
業者の経営安定化に向けた取組を支援した。

Ｂ
まずまず進んだ

創業支援については、商工会議所を中心に結成した創業支援ネットワークの構成団体として一層の連携を図っていく必要がある。ま
た、市内中小企業者の経営支援については、小規模事業者を中心に、経営状況に合わせた専門家助言や資金繰り支援の充実が必
要である。さらには、これまで事業参画してきた店舗間（人材）のつながりを強め、意欲ある商業者の確保を図る必要がある。

創業支援については、創業セミナーの継続と創業支援機関との連携強化を図っていく。また、中小企業支援については、小規模事業
者を中心に、業態を限らず、より活用しやすい経営支援事業としてリニューアルを図るとともに、資金繰り支援制度の更なる充実を図っ
ていく。

事業目的の妥当性： 適切 有効性：

総人件費 2,961
総コスト 7,600

一般財源 5,354 4,639
再
掲

翌年度への繰越額

前年度からの繰越額

⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額 0

国庫支出金 所要人員 0.40

人
件
費

総人件費 2,961
事業費 5,354 4,639 一般職員人件費 2,961
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年度計画 年度実績
・創業･中小ものづくり経営支援事業の実施
　（創業セミナー 参加　１９人）
　（専門家派遣　３事業者）
・中小商業レベルアップ推進事業（１９店舗参加）
・小規模事業者経営改善資金利子補給制度（利用者２１件）
・小規模事業資金融資保証料補給制度（利用者９件）
・見本市等出展事業助成金制度（利用者２件）

事
業
費

計画額 予算額 決算額

県支出金

平均給与額×③

その他 受益者負担率 0.0%

②

経営革新セミナー等の参加者 実績値 21 25 22
単位 事業所 事業所（人） 事業者（人）

成
果

①

名称 経営革新に取組む事業者数 計画値

補足

回

補足
実績値
単位

名称 計画値
③
指
標

２４ 年度 ２５ 年度 ２６ 年度

活
動

①

名称 経営革新事業実施数 計画値

補足
経営革新セミナー等開催回数 実績値 7 9 7

単位 回 回

基本施策 01:企業活動の促進・雇用の創出 款 商工費
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的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 中小企業者等

　市内事業所の大半を占める中小企業の振興と雇用の確保を図り、また、市民の暮らしを支え、まちの魅力を工場させるにぎわい
のある商業地域の形成を図るため、亀山商工会議所や三重県と連携し、中小企業の経営力や技術力の向上、新たな事業展開、経
営安定化に向けた取組みをはじめ、個店や商店街の魅力づくりや空き店舗の活用等に向けた取組みを支援する。

Ｈ26(標準事業)

①
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項

事業コード 事業名 部名 環境産業部

07006-1 一般事業（商工業振興事業） 室名 商工業振興室

施策の方向 02:既存産業の活性化 項 商工費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 商工業振興費

施
策
体
系

基本施策の大綱 01:快適な都市空間の創造 財
務
科
目

会計 一般会計


